
【注 意 事 項】

1．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2．�試験中に落丁・乱丁や印刷の不鮮明な箇所などに気づいた場合は，手を挙げて監

督者に知らせて下さい。

3．解答用紙 1枚と下書き用紙 1枚を配付しますので，確認して下さい。

4．�解答は必ず解答用紙に記入して下さい。解答用紙以外に記入したものは無効で

す。

5．監督者の指示に従って，解答用紙の指定された欄に受験番号を記入して下さい。

6．�解答用紙にアルファベット，算用数字を記入する場合には， 1マスに 2文字ずつ

入れて下さい（ただし，字数が奇数の場合は，末尾の 1文字は 1マスに入れて下

さい）。

7．配付された問題冊子および下書き用紙は，試験終了後，持ち帰って下さい。

令和 8年度入学試験問題（後期）

小論文 ₁

（₉₀ 分）
（人文社会科学部）
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以下の文章を読み，現代における君主の役割についての筆者の見解をまとめた上

で，この先，君主制はどうなるか，あなたの考えを 800 字以内で述べなさい。

2024 年現在，国際連合に加盟している世界の国々は 193 カ国にのぼります。この

うち君主制を採っている国は（この日本を含めて）28 カ国となります。これにイギリ

スの君主を自国の国家元首としている英連邦王国 14 カ国をあわせても 42 カ国ですか

ら，世界の大半の国々は共和制を採用しているわけですね。このなかには，フランス

やドイツのように君主制から移行した国もあれば，独立当初から共和制を採っている

国もあります。いずれにせよ，現代世界の趨
すう

勢
せい

（物事の流れ）は共和制に傾いていると

いえましょうか。

それでは君主制はもはや現代世界には必要ないのでしょうか。このまま「時代遅れ

の過去の遺物」として他の国々のように共和制へと移行してしまう運命にあるので

しょうか。

これまで本書で 5000 年に及ぶ君主制の歴史を見てきました。人類の歴史が始まっ

た頃から登場してきた君主たちがもともと担ってきた役割とは，自身の民たちを外部

の攻撃から守り，自身が支配する領域内で民に豊
ほう

饒
じょう

と平安を保障し，民にとっての

社会正義の擁護者としてふるまうことでした。

21 世紀のこんにちではこうした役割は各国の政府が担っていますね。しかし人類

の歴史が積み重なるに従い，統治者である政府の役割はますます増えていったので

す。昨今の事例では，2020 年頃から世界に蔓
まん

延
えん

したコロナ禍への対応，2022 年 2 月

から始まったロシア・ウクライナ戦争が生み出した影響など，日本政府に限らず，世

界中の国々の政府が大なり小なりこれらに奮闘しています。さらに日常生活にも関わ

る財政，外交，軍事，通商，福祉など，政府が関わる問題は時代とともにより煩雑化

し，多様化しています。

こうしたときに政府の手からこぼれ落ちてしまうのが，残念ながら「社会的な弱者

に対する救済」となる事例が多いのです。この場合の弱者とは，病気や障がいを持つ

人々や，お年寄り，子ども，そしてシングルマザーなどの人々ですね。さらに近年で

は，外国から仕事を求めて他国に移り住んでいる移民の人々も含まれるでしょう。

こういった人々に政府とは別の方法で手を差し伸べてきたのが，イギリスを筆頭と
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著作権の関係上、省略します。
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するヨーロッパの王室だったのです。すでに本章でも述べたとおり，各種慈善団体の

長として君主や王族たちは，これら社会的な弱者の人々と常に直接ふれあい，彼らが

いま最も必要としていることについて熟知しています。それは日々の業務で文字通り

「お役所仕事」しかできない行政とは異なる立場から，まさに人々に寄り添った責務

として果たされています。ヨーロッパでは中世以来，高貴なるものには必ず人々を守

る責務がともなうという「高貴なるものの責務（ノブレス・オブリージュ）」と呼ばれ

る考えが根づいています。

このノブレス・オブリージュをいまの世でも実践している最も代表的な存在が王室

なのです。立憲君主制の時代にあっては，ヨーロッパの王侯たちは政治や経済，外交

や軍事の最前線には姿を現しません。それは各国の政府の役割だからです。しかしそ

の政府の手が及ばない部分を補完する役割をしっかり果たし，まさに「国民統合の象

徴」としての役割を彼ら王侯たちが担っているのです。

（君塚直隆『君主制とはなんだろうか』筑摩書房，

引用に際して必要な修正を加えている。）
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著作権の関係上、省略します。



【注 意 事 項】

1．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2．�試験中に落丁・乱丁や印刷の不鮮明な箇所などに気づいた場合は，手を挙げて監

督者に知らせて下さい。

3．解答用紙 1枚と下書き用紙 1枚を配付しますので，確認して下さい。

4．�解答は必ず解答用紙に記入して下さい。解答用紙以外に記入したものは無効で

す。

5．監督者の指示に従って，解答用紙の指定された欄に受験番号を記入して下さい。

6．�解答用紙にアルファベット，算用数字を記入する場合には， 1マスに 2文字ずつ

入れて下さい（ただし，字数が奇数の場合は，末尾の 1文字は 1マスに入れて下

さい）。

7．配付された問題冊子および下書き用紙は，試験終了後，持ち帰って下さい。

令和 8年度入学試験問題（後期）

小論文 ₂

（₉₀ 分）
（人文社会科学部）
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以下の文章を読み，歴史上の人口問題を要約した上で，今日の日本には人口につい

てどのような課題があるか，あなたの考えを 800 字以内で述べなさい。

長い人間の歴史を振り返ると，人口はある時代には急激に増え，また逆に人口が減

少する時代もあった。こうした中，一方では人口が多すぎるという「過剰人口」が大

きな社会問題であったこともあるし，現在の日本のように人口減少が問題とされるこ

ともある。

所得水準が人々の暮らしを支えるのに十分でなかった古い伝統的な社会では，しば

しば過剰人口が問題になった。すでに古代ギリシアの哲学者プラトン，アリストテレ

スの著作に人口制限の必要性が説かれている。わが国でも究極の「口減らし」とも言

える「姥
うば

捨て」伝説は広く知られている。

明治になってからも，日本政府は，過剰人口問題を解決するための一つの方法とし

て，海外への移民を奨励してきた。太平洋戦争の始まる直前 1940 年には，76 万人の

日本人が海外に居住していた（外務省『昭和 15 年海外在留本邦人調査』）。「在留本邦

人」は，数年といった短期的滞在者を含む一方，移住後に帰化した人は除かれている

から，正確には「移民の数」には対応しないが，概数を知ることはできる。

1930 年，文藝春秋社を創立した文壇の巨匠，菊池寛
かん

は日に日に閉塞感の強まる時

代の中で次のように書いた。

就職難，生活難など因
よ

って来るべき原因はいろいろあるだろうが，結局は人が多

すぎるからだと思う。……就職難や生活難を緩和する方法は，人を少くするより外

名案はない。なぜ産児制限を励行しないのか。これほど見易いことが即刻に行われ

ないのが，実に不思議である。たまたま東京市などに目先の見える助役などがあっ

て，産児制限事業を始めようとすると，内務省からヘンな医学博士が，ノコノコ出

かけて行って，妨害をするのである。人多くして国亡ぶると考えられるのに，なぜ

産児制限をしないのか実に分からない為政者であると思う。（「此頃の感想」『改造』

昭和 5年 7月号）

1931 年 5 月，満州事変直前に，関東軍の参謀であり事変の首謀者でもあった板垣
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著作権の関係上、省略します。
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征
せい

四
し

郎
ろう

大佐も，講演で日本が満州に進出する必要を訴え，その理由の一つとして人口

問題を挙げていた。

帝国の国土狭小にして資源乏しく年々六十万の人口増殖に対し僅に二万の移民を

海外に送りつつあるに過ぎず。（鹿島平和研究所編『日本外交史 18　満州事変』�

鹿島研究所出版会）

こうした認識は戦後に引き継がれた。高度成長が始まった 1955 年に 4 人のマルク

ス経済学者，大内兵
ひょう

衛
え

・有
あり

澤
さわ

廣
ひろ

巳
み

・脇村義
ぎ

太
た

郎
ろう

・美
み

濃
の

部
べ

亮
りょう

吉
きち

によって書かれた『日

本経済図説』（岩波新書）は，人口密度が世界第 3位である「わが国土の人口扶養力は

甚だ脆弱」だとした上で，次のように結論づけている。

以上のことからみるときわが国の就業状態はすでに限界点にあるといってよい。

従ってなお累増する労働力人口に職を与えるためには現在の産業規模は更に拡大さ

れねばならない。その実現如何では，失業者の増加はさけ難い。

戦後の過剰人口問題は，一段とその重要さを加えたわけである。（『日本経済図説』）

多すぎる人口を解決するために海外への移民を進めたのは，もちろん日本だけでは

ない。19 世紀から 20 世紀にかけて，アイルランド，イタリア，ドイツなどヨーロッ

パから「新世界」であるアメリカに，人々が移住したことはよく知られている。

（吉川洋『人口と日本経済』中央公論新社，

引用に際して必要な修正を加えている。）
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著作権の関係上、省略します。
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